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である。
　このため、今後5 ～ 6年にわたって石油に対してガス
価格が低迷する問題が生じることだろう。EIAの予想

（図12）でも、石油価格（赤線）に対してガス価格（青線）
は低いままである。この問題が、現時点でLNGスポッ
トカーゴを欧州に向かわせている理由である。欧州のガ
ス需要家はロシアとのガス長期契約について再交渉を求
めている。米国の政策立案者はGazpromの力を過大評価
していると思うが、われわれの研究およびその他の研究
では、石油価格リンクのガス価格体系が存続することは
難しいと考えている。EIAやエネルギーコンサルタント
WoodMackenzieやCERAの予想を見ても、また過去の
実績によっても、米国のガス価格予想は百万Btuあたり

6 ～ 8ドル（本誌今号の「シェールガスのインパクト」P.18
の図10参照）で、これはシェールガスの生産可能な範
囲である。
　アジア市場のLNG輸入状況を図13に示した。アジ
アでのガス価格については、図14が示すように、韓国
の輸入平均価格（黄色）が2009年末に向かって下落傾向
にあり、一方で重油価格（青線）は高止まりしているため、
LNG価格は石油に対して割安感が強まっている。

（7）価格ギャップで期待が高まるGTL事業

　石油価格が高値で推移し、ガス価格とのギャップが大
きくなれば、原料となるガス価格に経済性が大きく左右
されるGTL事業がより合理的になる。もちろん財務的
なリスクや事業完成のリスクが存在する。また、GTL
事業は資本コストが高い事業であり生産効率も良いわけ
ではない。しかし、GTLの液体に十分な価値が生じれ
ば事業は良好に進むことになる。シェールガス革命の恩
恵でガス価格が下落していることから、GTL事業のマー
ジンがプラスに働く。

（8）総括

　このシェールガス革命により、今後もガスと石油の価
格ギャップが大きくなり、現行の価格体系で買い手と売
り手が合意できないようならば、新たな価格体系を見い
出す必要がある。一方で、これに結論を導き出さなけれ
ば長期事業であるLNG開発は始まらないことになる。
これは一つのジレンマである。アジア太平洋圏における
Sカーブの採用は賢明ではあるものの、これも不十分と
いうことであれば長期的には新しい価格体系を模索して
いく必要がある。

図12 ガス価格と原油価格の見通し

出所：�EIA Annual Energy Outlook 2009
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【質問①】
　米国のシェールガス拡大において政府
からの具体的な支援策があったのか？
　
《回答①》
　パリアレシ：オバマ政権は、シェール
ガスを特に支援していない。オバマ政権
の一部はシェールガスを歓迎していな
い。昨日発表されたオバマ政権の2011
年予算案でも、石油開発に対しては増税
策が盛り込まれた。シェールガスについ
ては政府が何もしないので、それがうま
くいっているといえよう。少なくともミ
シシッピから西側では、シェールガス開
発地域は連邦の管轄地でなくほとんど個
人の所有地である。
　カルーソ：オバマ大統領は選挙中から
化石燃料をサポートしていないが、徐々
に変化してきた。大統領は、環境対策法
案可決に向けた議会審議やIPCCのコペンハーゲン大会
から教訓を得て、化石燃料に80％依存する体制から再
生可能エネルギーに80％依存するまでに「移行期間」が
あってもよいとの考え方に修正したと思う。シェールガ
ス革命に政府が一役買ったわけではないが、それを政府
が利用することはあると思う。

【質問②】
　シェールガスの増産で今後の天然ガス市場の需給が緩
むとの予想であるが、このインパクトがガス市場だけで
なく石炭、原子力、再生可能エネルギーなど他のエネル
ギー市場にも影響を及ぼす可能性はあるのか。例えば、
天然ガスと石油の価格ギャップは収

しゅう

斂
れん

するのか？

《回答②》
　パリアレシ：収斂が起こるようなモデルは現時点では
ない。CNG（Compressed Natural Gas）自動車、運搬用
車両、小規模トラックなどガス燃料自動車が広く利用さ
れるというモデルがなければ、収斂しない。ガスが輸送
部門に使われないかもしれないし、発電での利用が進ん
でガス需要が高まればまたガス価格は上昇するかもしれ
ない。しかし、ガスをどのように利用すれば石油価格と
の収斂が発生するのか、これは一つの問題提起だと思う。
　カルーソ：そのカギはIEA加盟国政府が液体燃料か
らガスへの転換を図るのかどうかにかかっている。現在、
米国のオバマ政権では輸送部門における天然ガスの利用
推進策が採られている。天然ガス需要が輸送部門で高ま

3. セミナー参加者からの質問

　その他、カルーソ氏から説明があった米国でのキャッ
プアンドトレードは、石炭をなるべく多く利用し、加え
て風力などの新エネルギーも多く利用しようとする高コ
ストな解決策である。しかし、ガス利用を促進するよう
なシナリオが推し進められれば、CO2削減を低コストで
達成できるだろう。
　その他の重要な点として、シェールガス増産により産

ガス国としての中央アジアやロシアに勢いが減じる可能
性がある。そのもたらす低ガス価格がこれら諸国の投資
を減速させるだろう。一方、シェールガス技術が広く普
及すれば世界的にガス埋蔵量は拡大していくことにな
る。また、現時点で経済性の高いGTLは実現していな
いが、その見通しは従来よりも明るくなっていくだろう。

写4 質疑に答えるパリアレシ氏（左）とカルーソ氏

出所：�JOGMEC



482010.5 Vol.44 No.3

JOGMEC

アナリシス

れば、液体の価格が下落して石油とガスの価格は収斂す
るだろう。

【質問③】
　昨年から話題になっている「クライメートゲート

（Climategate）＊8」について、米国での影響はどの程度あ
るか？

《回答③》
　カルーソ：気候データだけでなく、エネルギーデータ
も信頼性が不可欠である。信頼性がなければ、消費者や
業界からの政策支持が得られない。
　Climategate事件が唯一の要因ではないが、米国の世
論調査によると気候変動や環境問題に対する懸念がこの
1年で大幅に薄らいでいる。雇用問題のほうが、より重
要との考えである。この先50年後の問題に対して現時
点で国民が負担していくことに、米国では文化的に受け
入れ難いところがある。
　パリアレシ：米国においては、ある短い期間に国民の
見方を変えることは容易ではない。したがって、コスト
効果があるものにまず手をつけて、それを徐々に強化し
ていくステップが好まれる。

【質問④】
　石化燃料としてエタン、ブタンやナフサが利用されて
いる。米国では、シェールガス増産によりエタン分が石
化燃料として利用が進むといった動きはあるのか？

《回答④》
　カルーソ：ルイジアナ州選出の議員の話によると、石
化業者から次のような苦情が寄せられたという。ルイジ
アナのHaynesvilleシェールガスはエタンの含有量が高
い。ルイジアナ州では一般的に石化原料としてナフサを
使っているが、高値のナフサに対して、シェールガスか
らの安価なエタンが流入しているが、困っていると。ル
イジアナ州では実際に起きている話である。
　パリアレシ：一部報道で、ExxonMobilによるXTO買
収は高値買いだと伝えられた。これは、液体（石油分）の
価値を計算に入れずに資産評価したものではないかと思
う。賢明なExxonMobilはシェールガス等から随伴する
液体を考慮した上で、買収価格を試算しているはずであ
る。

【質問⑤】
　中国でも重油からガスへの燃料転換が進んでいる。天
然ガスへの転換が想定より速く進んだ場合、原油需要へ
の影響やＷＴＩ価格への影響はどうか？

《回答⑤》
　カルーソ：中国でシェールガス開発が進めば重油だけ
でなくガソリンからの代替が進み、中国はゲームチェン
ジャーになり得る。
　パリアレシ：中国は米国や欧州と何ら変わらない。た
だ欧米と違い、アジアに一般的に見られるように、中国
は重油に依存しており、火力発電は石油燃料からガス燃
料に徐々に転換していく。ただ根本的な構造変化が将来
的に起きるかどうかは不明である。
　それよりも、石油価格の下落のファクターは、イラク
での原油大増産である。これが今後10年における最大
の価格変動要因と考えられる。
　カルーソ：1970 ～ 80年代に変革が起きた。例えば、
先進国では石油の利用が輸送部門に限られるようにな
り、それにより石油需要が低迷して石油価格が変化した。
このように、3 ～ 5年、あるいは5 ～ 10年のタイムフレー
ムで価格に影響が出てくるだろう。

【質問⑥】
　ガス価格が長期的に安価になれば、ハイブリッド車や
電気自動車よりもCNG自動車のコストパフォーマンス
が改善し、利用が進むのではないか。

《回答⑥》
　パリアレシ：米国では、CNGの製造は試作されてい
るが導入には慎重である。CNGはバスなどで利用され
るかもしれないが、自家用車としては走行距離が短く、
タンクスペースの限界から150マイル程度しか走れない
ので魅力に乏しい。一方、ガソリン自動車はコンパクト
で柔軟性に富む。たとえば、エタノール混合のガソリン
が利用できるガソリン自動車もある。米国の一般的な消
費者は、燃料補給のためにガソリンスタンドに頻繁に行
きたくないし、いろいろ選択できる方を選択する。
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＜注・解説＞
＊１： �カルーソ氏略歴：

2008/10－：CSISシニア･アドバイザー、EPRINC役員
2002/2－2008/10：米国エネルギー省EIA（エネルギー情報局）局長
2002/2：�United States Energy Associates、National Energy Strategy（NES）プロジェクトのディレクター、IEA 

の国際産業部部長、非加盟国オフィスのディレクター
2007/9：JOGMEC主催の講演会で「米国および世界の長期エネルギー市場展望」を講演
2008/2：JOGMEC主催の講演会で「World Energy Issues and Trends：A Look Ahead」を講演

＊２： �パリアレシ氏略歴：
2007－現在：EPRINC 理事長（同ディレクターとして4 年間の勤務後、2007年2月から現職）
1989－現在：LPI コンサルティング社長（米国政府職歴）
1985－89：ホワイトハウス国家安全保障会議・国際経済政策ディレクター、国際技術政策ディレクター
1981－84：国務長官付政策計画オフィス・ディレクター
1978－81：エネルギー省石油政策オフィス・ディレクター
1977－78：環境保護庁経済政策分析オフィス・ディレクター
1974－77：内務省プログラム開発予算オフィス・アナリスト

＊３： �政府が排出許可証の総量を規制（キャップ）し、参加者に自由な取引（トレード）を認める排出権取引の一つ。その
ほか、各参加者に対して一定期間における排出量（ベースライン）を定めて、それを上回った参加者が下回った参
加者から購入する「ベースラインアンドクレジット」制度がある。

＊４： �地表から放射された赤外線の一部を吸収することにより、温室効果をもたらす気体の総称。米国で審議中の
ACESA法案では、GHGの規制対象としてCO2（二酸化炭素）のほかに､ CH4（メタン）やN2O（亜酸化窒素）､ ハ
イドロフルオロカーボン類（HFCs）などが含まれる。

＊５： �EPRINC（Energy Policy Research Foundation ,Inc.）1944年に設立され、特に石油を中心に、エネルギー経済お
よび政策面での調査・研究を行う非営利組織（NPO）。今回の講演者の一人、パリアレシ氏が代表を務める。在ワ
シントン。同機関のウェブサイトで調査レポートやプレゼンテーション資料を公表し広く提供している。

＊６： �450ppmシナリオとは、大気中のGHG（温室効果ガス）濃度をCO2換算で約450ppmの水準に長期的に安定させる
ように、GHG排出量を制約していくシナリオのこと。この水準は、IPCCによると世界の気温上昇を2度以内に
抑える。

＊７： �アジア太平洋地域におけるLNG取引の価格体系は原油価格にリンクするものが多いとされるが、価格高騰や低
迷の影響を緩和するため特定の原油価格を下回ったか、あるいは上回った場合は、この上下両端部では、一般に
適用されるより原油へのリンク度合いが低い係数（緩やかな傾き）を用いる場合が多い。原油価格と契約価格のこ
の関係を曲線にするとS字に似ていることから、この契約上の特徴を「S カーブ」または「S 字カーブ」と呼んでい
る。

＊８： �地球温暖化を証拠づけるデータが捏
ねつ

造
ぞう

されていたとの疑惑がかけられた事件。昨年末、IPCCのコペンハーゲン
大会直前に、英国East Anglia大学の気候研究ユニット（Climate Research Unit：CRU）から研究者らのメールが
大量に流出し、その中に気候温暖化の論拠となるデータが人為的に操作されていると疑われる内容のものがあっ
た。




